
この印刷物は石油系インキではなく、地球に優しい
大豆油を使用したインキで印刷されています。

『広報えな』は古紙100％
の再生紙を使用しています。

�
�
�
�

24

　広報えなNo.２０
200５年（平成1７年）９月１日発行

発行　恵那市役所／編集　秘書広報課
岐阜県恵那市長島町正家1丁目1番地1

�26-2111／�25-6150
������������	
����
���
������
�����������	
��	���
	��

　

夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
の
県

代
表
と
し
て
甲
子
園
に
出
場
し
た
土

岐
商
業
高
校
の
選
手
に
恵
那
市
出
身

の
選
手
が
６
人
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
応
援
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
取
材
で
「
子
ど
も
た
ち
に
い

ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
て
も

ら
い
、
自
分
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を

見
つ
け
て
、
中
学
校
、
高
校
と
活
動

を
続
け
る
中
で
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
。」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

野
球
の
場
合
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
硬
式
野
球
の
ク
ラ
ブ
、
高
校
と

い
う
形
で
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で

さ
ら
に
上
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
し
た
。
市
内
に
も
い
ろ
い

ろ
な
ク
ラ
ブ
が
で
き
、
新
聞
・
テ
レ

ビ
で
活
躍
す
る
人
が
現
れ
る
日
が
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
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次号は９月１５日号
発行日は９月１５日�です

特別企画展覧会

『広報えな』 ９月１日号、１部当たり
の印刷経費は約１９.３円（税込み）です。

『木曽海道六拾九次之内』

　中山道の各宿場の様子を描いた唯一の風景画、そして歌川広重の街道絵の代表作の一つ「木曽海道六拾九

次之内」を、本年も年に一度の特別公開します。“お茶漬のり”でおなじみの「東海道五拾三次之内」の成

功を経て、人気絵師としての地位を確立した広重が、意欲も新たに挑んだ中山道の風景。山間を通る中山道

ならではの落ち着いた渋みのある画面は、河川や海の青さが印象的な東海道の作品とはまた違った広重の

魅力を見せてくれます。ご存じの通り、当館所蔵の「木曽海道六拾九次之内」は、世界に数点しかないとさ

れる「中津川（雨）」を含む完全なセット。その質の高さは世界的に評価されています。

　開館記念展を含み、５回目を迎えるこの特別公開。今年のテーマは「中山道の現在」としました。明治後、

東海道は国道１号とＪＲ東海道線におおむね引き継がれました。それに対して中山道は、山間を行くだけ

に鉄道の敷設の難しさもあったのか、信越線や中央線などに分断されています。そのためでしょうか。そ

の昔、中山道の宿場があった町々の間には、街道で結ばれていた親近感が薄いように思われます。けれども

中山道は、物資や人を運ぶだけでなく、はぐくまれた歴史やそれぞれの土地が持つ文化をも、きっと運んだ

はずです。本展ではそこで、１７０年前に描かれた街道絵と共に、中山道の宿場があった各自治体のご協力を

得て、中山道の宿場の“現在”を展示させていただこうと思っています。

　温故知新、とは言い過ぎですが、改めて中山道が育んだ文化を見直し、共有できる未来像をも見てみたい

と思っています。

９月１日�～１０月２日�
毎週月曜日（祝日を除く）、祝日の翌日（土日祝日を除く）休館

　　 ※会期終了後、１０月３日�～５日�まで展示替え休館します。

　　　　関連イベントがあります。１４㌻をご覧ください。

歌川広重
「木曽海道六拾九次之内　大井」

大判錦絵揃物の内　天保８年（１８３７）頃
錦樹堂（伊勢屋利兵衛）版


